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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成23年7月21日(2011.7.21)

【公表番号】特表2010-538321(P2010-538321A)
【公表日】平成22年12月9日(2010.12.9)
【年通号数】公開・登録公報2010-049
【出願番号】特願2010-522932(P2010-522932)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｃ   7/04     (2006.01)
   Ｇ０２Ｃ  13/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ   2/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｃ   7/04    　　　　
   Ｇ０２Ｃ  13/00    　　　　
   Ａ６１Ｌ   2/04    　　　Ｚ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成23年6月6日(2011.6.6)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パッケージング溶液及びパッケージング溶液に浸漬されたソフトヒドロゲルコンタクト
レンズを含む、封止され、滅菌されたパッケージを含む、眼科用製品であって、
　ここで、パッケージング溶液は、
　ビニルピロリドンのホモポリマー又はコポリマー（ここで、ビニルピロリドンのホモポ
リマー又はコポリマーは、２５℃で約５．０センチポアズまでの粘度をパッケージング溶
液に提供するのに十分な量で存在する）；
　約６００以下の平均分子量を有するグリセリン又はポリエチレングリコール；
　パッケージング溶液中のポリエチレングリコールの酸化分解への感受性を低下させるの
に十分な量のα－オキソ多酸又はその塩；及び、
　約６．０～８．０のｐＨを溶液に提供するのに十分な量の一つ以上の緩衝剤を含み、
　ここで、パッケージング溶液は、約２００～約４５０mOsm/kgのオスモル濃度を有する
、
　眼科用製品。
【請求項２】
　パッケージング溶液が、ビニルピロリドンと少なくとも一つのアミノ基含有ビニルモノ
マー（ここで、アミノ基含有ビニルモノマーは、炭素原子数８～１５のアルキルアミノア
ルキルメタクリレート、炭素原子数７～１５のアルキルアミノアルキルアクリレート、炭
素原子数８～２０のジアルキルアミノアルキルメタクリレート、炭素原子数７～２０のジ
アルキルアミノアルキルアクリレート及び炭素原子数３～１０のＮ－ビニルアルキルアミ
ドからなる群より選択される）のコポリマーを含む、請求項１記載の眼科用製品。
【請求項３】
　ヒドロゲルコンタクトレンズが、シリコーンヒドロゲルコンタクトレンズである、請求
項１記載の眼科用製品。
【請求項４】
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　アミノ基含有ビニルモノマーが、ジメチルアミノエチルメタクリレート又はジメチルア
ミノエチルアクリレートである、請求項２記載の眼科用製品。
【請求項５】
　パッケージング溶液が、２５℃で約３．０センチポアズまでの粘度を有する、請求項１
記載の眼科用製品。
【請求項６】
　パッケージング溶液が、約６００以下の平均分子量を有するポリエチレングリコールを
含む、請求項１記載の眼科用製品。
【請求項７】
　α－オキソ多酸が、クエン酸、２－ケトグルタル酸及びリンゴ酸からなる群より選択さ
れる、請求項１記載の眼科用製品。
【請求項８】
　α－オキソ多酸が、クエン酸である、請求項１記載の眼科用製品。
【請求項９】
　ヒドロゲルコンタクトレンズが、その中に一つ以上の浸出可能な潤滑剤を含む、請求項
１に記載の眼科用製品。
【請求項１０】
　装用者の初期不快感を緩和しうる、ソフトコンタクトレンズを製造する方法であって、
　ａ）パッケージング溶液を含む容器に、ヒドロゲルコンタクトレンズをパッケージング
する工程であって、ここでパッケージング溶液は、ビニルピロリドンのホモポリマー又は
コポリマー；約６００以下の平均分子量を有するグリセリン又はポリエチレングリコール
；パッケージング溶液中のポリエチレングリコールの酸化分解への感受性を低下させるの
に十分な量のα－オキソ多酸又はその塩；及び約６．０～８．０のｐＨを溶液に提供する
のに十分な量の一つ以上の緩衝剤を含み、ここでパッケージング溶液は、約２００～約４
５０mOsm/kgのオスモル濃度を有するものである工程：ならびに
　ｂ）パッケージング中のヒドロゲルコンタクトレンズを滅菌してソフトコンタクトレン
ズを得る工程を含む方法。
【請求項１１】
　パッケージング溶液が、ビニルピロリドンと少なくとも一つのアミノ基含有ビニルモノ
マー（ここで、アミノ基含有ビニルモノマーは、炭素原子数８～１５のアルキルアミノア
ルキルメタクリレート、炭素原子数７～１５のアルキルアミノアルキルアクリレート、炭
素原子数８～２０のジアルキルアミノアルキルメタクリレート、炭素原子数７～２０のジ
アルキルアミノアルキルアクリレート及び炭素原子数３～１０のＮ－ビニルアルキルアミ
ドからなる群より選択される）のコポリマーを含む、請求項１０記載の方法。
【請求項１２】
　ヒドロゲルコンタクトレンズが、シリコーンヒドロゲルコンタクトレンズである、請求
項１０記載の方法。
【請求項１３】
　アミノ基含有ビニルモノマーが、ジメチルアミノエチルメタクリレート又はジメチルア
ミノエチルアクリレートである、請求項１０記載の方法。
【請求項１４】
　パッケージング溶液が、２５℃で約３．０センチポアズまでの粘度を有する、請求項１
０記載の方法。
【請求項１５】
　パッケージング溶液が、約６００以下の平均分子量を有するポリエチレングリコールを
含む、請求項１０記載の方法。
【請求項１６】
　α－オキソ多酸が、クエン酸、２－ケトグルタル酸及びリンゴ酸からなる群より選択さ
れる、請求項１０記載の方法。
【請求項１７】
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　α－オキソ多酸が、クエン酸である、請求項１０記載の方法。
【請求項１８】
　ヒドロゲルコンタクトレンズが、その中に一つ以上の浸出可能な潤滑剤を含む、請求項
１０記載の方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００４】
　本発明は、他の態様では、装用者の初期不快感を緩和しうるソフトコンタクトレンズの
製造方法を提供する。本発明の方法は、ａ）パッケージング溶液を含む容器に、ヒドロゲ
ルコンタクトレンズをパッケージングする工程であって、ここでパッケージング溶液は、
ビニルピロリドンのホモポリマー又はコポリマー（ここでビニルピロリドンのホモポリマ
ー又はコポリマーは、２５℃で約５．０センチポアズまで、好ましくは約４．０センチポ
アズまで、さらに好ましくは約３．０センチポアズまで、もっとも好ましくは約１．２～
約２．５センチポアズの粘度をパッケージング溶液に提供するに十分な量で存在する）；
平均分子量が約６００以下であるグリセリン又はポリエチレングリコール；パッケージン
グ溶液中のポリエチレングリコールの酸化分解への感受性を低下させるのに十分な量のα
－オキソ多酸又はその塩；約６．０～８．０のｐＨを溶液に提供するのに十分な量の１つ
以上の緩衝剤；を含み、ここで、パッケージング溶液は約２００～約４５０mOsm/kgのオ
スモル濃度を有するものである工程並びにｂ）パッケージング溶液中のコンタクトレンズ
を滅菌してソフトコンタクトレンズを得る工程を含む。
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